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1．はじめに

やまがた　メイカーズ　ネットワーク（略称：
YMN）は，産学官の有志が連携し，平成 26 年
（2014 年）２月に設立した。ものづくりを通じ
て，やまがたの次代を担う ｢人財 ｣※を育成す
るための教育活動を展開・支援することが目的
で，今年で７年目を迎えている。
（※人財：人は大切な財産であるという意味）

主な活動は県内企業から部品提供や支援を受
けて，関係団体の技術協力のもとに手作りの
３ Dプリンターを県内の小・中・高等学校及
び特別支援学校等 100 校への導入を目指して，
創造的な学習の支援を行ってきた。３ Dプリ
ンターは，現在求められる 21 世紀型能力を育
成するSTEAM教育を推進できると考えている。

３D プリンター導入校では，授業や部活動，

3 Dプリンターの輪を広げよう

やまがた　メイカーズ　ネットワーク　代表　大津　清
（山形県立米沢工業高等学校　元校長）

出前授業，産業フェアなどのイベントでの実演，
山形県立寒河江工業高等学校の山形県立山形盲
学校への学習用３D 教材の提供など，さまざま
な活動に活用し，新しい輪が広がっている。
また，YMN の活動は３D プリンターの技術
を生かして，子供向け教室など幅の広い活動を
行っている。次にこれまでの取組を紹介する。

2．最初の ｢ 3 Dプリンター組立て研修会 ｣

最初の ｢３D プリンター組立て研修会 ｣は，
山形県教育センター（平成 26 年度カリキュラ
ムサポートプラザ特別講座）と連携して実施し
た。山形県内の全ての工業高校 11 校で，YMN

手作り３Dプリンターの部品を分担して製作
し，研修会に持ち寄って組立てを行った。
日時:平成 26 年８月 4日 (月) ～５日 (火)
場所：山形県教育センター
対象 :山形県内工業科担当教員, YMN会員等

図１　３Dプリンター導入プロジェクト

No 学校名 作業内容
１ 山形工業 アルミブロック

２ 寒河江工業
ノズル，ヒートブロック，
ドライバ，ATXディスト
リビューター

３ 村山産業 ベース

４ 新庄神室産業 エクストルーダー，全ネ
ジカット，サーミスタ

５ 米沢工業 ステンレスバレル
６ 長井工業 フレーム
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4．3Dプリンターによる東日本大震災支援

被災した生徒たちに，震災にめげないで未来
に向けて頑張って欲しいと願って３Dプリン
ター組み立て研修会を実施した。
日付　平成 28 年５月 28 日（土）
場所　福島県立小高工業高等学校（現福島県立
　　　小高産業技術高等学校）仮設実習棟

　さらに下記の TV会議等も利用して交流を行
い，学校間の連携を深めることができた。

完成した３ Dプリンターは県内全工業高校に
贈呈した。引き続き，平成26 年９月より，県教
育センター（３ Dプリンターサポート事業｢教
育における３ Dプリンター活用に関する研究｣）
と連携して，工業高校以外の小中高特のモデル
校７校に手作り３Dプリンターを贈呈し，学校
での活用について研究を開始した。
その後，県内地区ごとに高校生対象の組立て

研修を実施したり，対象を中学生にも広げなが
ら，贈呈 100 校に向けて実施している。

3．バングラデシュ支援プロジェクト

このプロジェクトはバングラデシュの学生に
も未来の夢を届けようとした事業である。上記
の研修を見学したラッシャヒ大学教員（当時山
形大学工学部古川英光研究室に留学中）の，バ
ングラデシュの学生にも体験させたいという希
望から実現したものである。YMN３ Dプリン
ターが海を渡ることになった。
平成 27 年８月 28 日（金）～９月５日（土）

に YMN と山形大学古川研究室が連携して，バ
ングラデシュに渡航し，ラッシャヒ大学のワー
クショップで YMN３Dプリンター５台を組み
立て，ダッカ大学，アロアシャ学園でもセミナー
やワークショップを行った。

７ 鶴岡工業 ヒートシンク，FAN加工
８ 酒田光陵 ヒーテッドベッド
９ 山形明正 ヒーターケーブル

10
山形電波工業
（現創学館）

RPパーツ，モーターケ
ーブル

11 羽黒 エンドストップケーブル
図2　県内各工業高校の製作部品分担

図3　山形県教育センターにおける研修会

図4　バングラデシュ支援プロジェクト

図5　小高工業高校における研修会
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日付　平成 28 年６月６日（月）
内容・ふたば未来学園高校での贈呈式
　　・福島県立ふたば未来学園高等学校・山形
　　　県立酒田光陵高等学校の２校 TV会議
日付　平成 28 年７月５日（火）
内容・小高工業高校での３Dプリンター研修　
　　・小高工業高校・酒田光陵高校・山形県立
　　　村山産業高等学校の３校 TV会議

5．３Dプリンターを活用した電動義手教室

３Dプリンターの活用の一つとして，電動義
手の部品を３Dプリンターで製作すると，安価
で手作りできる。電動義手の設計データはすべ
てオープンソースとして公開されている。
そこで，平成 29 年 12 月 17 日（日），平成
30 年１月 28 日（日）に児童・生徒向けの電動
義手教室を開催した。

6．３Dプリンター贈呈100台達成

ついに，YMN 3 Dプリンター贈呈が 100 台に
たどり着いた。平成 31 年１月 24 日（木）に山
形市立第四中学校へ手作りYMN 3 Dプリンター
100 台目を贈呈した。
校種別導入台数は，小学校５台，中学校14台，
高校 61 台，特別支援学校６台，大学・高専・
産業技術短期大学校４台，博物館その他 10 台
（79 施設 100 台）となっている。

7．３Dプリンター活用事例集の作成

贈呈 100 台の達成に
当たり，この機会に情
報交換するとともに尚
一層の有効活用を図る
ために，３Dプリンター
活用事例集を作成し
た。また，これまでの
YMNの活動をまとめ
て周知するとともに，
これからの課題を明ら
かにしたいと考え
た。各校に取組事
例の原稿募集を行
い，中学校，高校，
特別支援学校，大
学・高専，博物館
など関連施設を含
めて 20 施設より
いただいた。
活用事例集は，
平成 31年３月 10
日に発行した。
いずれの事例も素晴らしい創意工夫やチャレ
ンジ精神，熱い想いがつまっている。

図6　長井工業高校生の電動義手製作の様子

図8　活用事例集

図9　活用事例集の目次

図7　YMN３Dプリンター贈呈100台達成
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ぜひ，事例集を参考にして，３Dプリンター
の輪が広がることを願っている。

8．ものづくり＆あいでぃあコンテスト

令和２年１月 26 日（日）に，第２回３ Dプ
リンター活用アイディアコンテストを実施し
た。ものづくりとアイディアの観点から表題の
ように名付けている。参加者は募集を行い，小
学校，中学校，高校，特別支援学校，高専の幅
広い校種から７グループの応募があった。

上図は，優秀賞の山形工業高校の実践報告で，
ロボットコンテストのロボットの部品製作に３
Dプリンターを有効に利用したものである。

9．フェイスシールド製作プロジェクト

現在，新型コロナウィル
ス症感染が猛威を振るって
いる。山形大学工学部古川
英光研究室のご協力を得な
がら，フェイスシールドを
製作して，地域への普及活
動を行っている。
フェイスシールドの自作

を希望する中学校，高校の生徒をサポートして，
令和２年６月５日（金）の山形聾学校をはじめ
特別支援学校や中学校，高校等へ寄贈している。

10．おわりに

ここでは，YMNのこれまでの活動紹介をし
た。YMNは手作り３ Dプリンター 100 校贈呈
を目指して取り組んできた。３Dプリンターの
輪を広げるために，多方面にわたり３Dプリン
ターを生かした活動を行ってきた。そして，贈
呈 100 台を機に活用事例集をまとめ，重点を導
入面から活用面に移していく必要を感じた。
今後も，｢人財｣，｢ネットワーク｣，｢地域｣
をキーワードに，郷土に愛着と誇りを持った山
形の未来を担う ｢人財 ｣育成を目指していきた
い。

参考資料

・｢YMN｣ のWeb

https://www.y-makers.net/

・｢YMN｣ の Facebook

https://www.facebook.com/yamagata.

makers.network

・｢ 2015 年版ものづくり白書 ｣,第３章ものづくり
の基盤を支える教育・研究開発（PDF形式：
609 KB）（p. 269），平成 27 年６月
https : / /www.met i .go . jp / report /whi tepaper /

mono/ 2015 /honbun_pdf/pdf/honbun 03 _ 01 _ 00 .pdf

・YMN主催事業「山形の未来を拓く 21 世紀型能
力を育む推進事業～世界最先端の技術を山形の小
中学生に～　３Dプリンター教室」の様子（２分
10 秒），平成 30 年 11 月 11 日
https://www.yamagata-npo.jp/archives/ 12828
・平成 30 年度 ｢地域発！いいもの事例集 ｣厚生労
働省委託事業中央技能振興センター作成，令和元
年 11 月
https://waza.mhlw.go.jp/sasshi/pdf/R 1 _iimono.pdf

（YMN記事は PROJECT 02 p. 7 にある。）

図10　山形工業高校のプレゼンテーション

図11　完成品
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